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分国法 成立年 制定者 領国 条数※ 分国法の自称
大内氏掟書 1439～1529 大内持世～義隆 周防 〔181〕 法度
相良氏法度
1493 相良為続 肥後 7 条々
1518以前 相良長毎 肥後 13
1555 相良晴広 肥後 21 条々
今川仮名目録 1526 今川氏親 駿河 33 法度，条目
仮名目録追加 1553 今川義元 駿河 21 法度，条目，制法
塵芥集 1536 伊達稙宗 陸奥 171 法度，法令
甲州法度之次第 1547 武田晴信 甲斐 （26）55 法度
結城氏新法度 1556 結城政勝 下総 104 法度，掟
六角氏式目 1567 六角義賢・義治 近江 67 法度
新加制式 1558～70頃 三好氏 阿波 22



























（ 由 緒 ）
うしよのさ
（ 在 家 ）
いけをしさり，
た
（ 他 領 ）
りやうにして，い
（ 出 作 ）
てつくりいたす事，かつてもつてき
（ 禁 制 ）
んせゐたるへし。
此は

























































































































































分国法 総条数 処罰明記の条（□内は量刑がみえる条） 処罰明記の条数（割合）
今川仮名目録 33 1 ・ 2 ・ 7 ・ 8 ・9・10・11・13・20・22・24・25 12（36%）






134・ 137・ 144・ 146・ 150・152・154・155・156・
159・160・162・ 163・ 165・167・171
70（41%）
甲州法度之次第 55 6・ 9 ・13・17・18・22・26・39・41・45 10（18%）
六角氏式目 67 4 ・12・13・22・24・29・30・31・32・40・41・
42・44・46・49・53・57
17（25%）









































（ 指 南 ）
なん其外ニたのもしかられへきかくこにて候哉。とても死得間敷ニ，
目つくり，刀つきにて，無理を言たて，おほからぬは


































































































（ 喧 嘩 ）
んくわ・こ
（ 口 論 ）
うろんにより人をきる事ハ，て








（ 死 人 ）
にんおほくとも，かゝり候ハヽ，
かゝりてのを












（ 被 官 ）
くわん，本し
（ 主 人 ）
うにんをすて，あらためしうをとる事あらは，
いまめしつかふしうにんのかたへ申とゝけ候うへ，なをよ






（ 子 細 ）
さいをひろうす
へし。其是非により，くたんのひくハん，ならひにき
（ 許 容 ）
よよういたし
候やから，ともにもつてせ




























（ 女 子 ）
よしゆつりのし










































































































































































































This	paper	 attempts	 to	 reconsider	 the	established	 theory	 that	 the	
Bunkoku	(Province)	code	of	the	Sengoku-Daimyo	(warring	 lord)	 in	Japan	
was	 enacted	 for	 the	 purpose	 of	 dominating	 the	 local	 population.	
Investigating	 the	10	Bunkoku	codes	 that	have	been	handed	down,	 the	




amount	 to	half	or	 less	 than	half	of	 all	 the	 laws.	 In	addition,	concrete	
punishments	are	hardly	ever	specified.	This	suggests	that	the	Bunkoku	
code	did	not	wield	so	much	power	over	people.
Some	Bunkoku	codes	clearly	describe	their	purpose	as	being	to	prevent	
favoritism	and	arbitrary	rulings	in	court.	The	nature	of	each	Bunkoku	code	
is	more	or	less	peculiar	to	the	specific	Sengoku-Daimyo	and	his	province,	
and	this	also	seems	to	be	one	of	the	reasons	why	a	Daimyo	chose	to	enact	
his	own	code.	The	Bunkoku	codes	were	enacted	to	give	 fair	and	 fitting	
rulings	 in	court.	In	particular,	the	provision	of	a	fair	trial	was	their	most	
important	aim．
